
の
業
界
に
い
る
と
、
か
つ
て
自
分
が
汗
を
流
し
た

地
域
に
戻
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
時
を
越
え
た

友
好
関
係
を
感
じ
ま
す
。

近
藤
　
私
も
同
じ
よ
う
な
体
験
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
現
地
の
方
々
か
ら
す
る
と
、
私
た
ち
は

日
本
の
代
表
で
あ
り
、
当
時
の
こ
と
を
本
当
に
よ

く
覚
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
　
私
に
と
っ
て
思
い
入
れ
が
強
い
の
は
、
現

在
ラ
オ
ス
で
実
施
し
て
い
る
算
数
の
教
科
書
の
作

成
支
援
で
す
。
教
育
の
中
で
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

訂
と
い
う
人
づ
く
り
の
根
幹
に
か
か
わ
る
支
援

で
、
先
方
政
府
の
主
体
性
が
高
く
、
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
請
け
負
っ
て

い
る
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
方
々
と
は
10
年
前

に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
一
緒
に
働
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
共
に
苦
労
を
乗
り
越
え
た
メ
ン
バ
ー
で

再
び
働
け
る
の
も
う
れ
し
い
で
す
。

近
藤
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
開
発
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
専
門
家
の
方
々
は
ど
の
よ
う
に
連
携

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

長
岡
　
私
は
協
力
隊
時
代
に
感
じ
た
〝
ワ
ク
ワ
ク

感
〞
を
求
め
て
開
発
途
上
国
に
飛
び
込
み
ま
し
た

が
、
実
際
に
途
上
国
で
生
活
し
、
国
ご
と
の
多
様

な
自
然
環
境
や
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
現
地
の
た

め
に
活
動
す
る
こ
の
仕
事
は
刺
激
に
満
ち
て
い
ま

す
。
私
自
身
が
学
生
時
代
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
事
務
所
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
、
多

く
の
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
今
は
恩
返

し
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
ラ
オ
ス
事
務
所
の
下
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ど

の
学
生
さ
ん
か
ら
も
、
国
際
協
力
へ
の
熱
意
を
感

じ
ま
す
。

近
藤
　
ど
の
よ
う
な
点
が
こ
の
仕
事
の
魅
力
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
国
際
協
力
の
仕
事
は
ど
の
よ
う

な
人
に
向
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

長
岡
　
途
上
国
の
人
々
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
現

地
の
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
な
が
ら
共
に
活
動
す

る
点
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ず

っ
と
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
の
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
で
新
し
い
技
術
を
駆
使
し
な
が
ら
、

新
し
い
も
の
を
生
み
出
せ
る
仕
事
だ
と
い
う
点
も

魅
力
で
す
ね
。

長
井
　
私
も
同
感
で
す
。
例
え
ば
、
ド
ロ
ー
ン
は

環
境
分
野
で
広
域
を
対
象
と
し
た
調
査
で
も
活
用

で
き
ま
す
。
新
し
い
知
見
を
得
る
こ
と
は
、
開
発

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
自
分
が
提
供
で
き
る
価

値
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
仕
事
に
向
い
て
い
る
の
は
、
人
の
話
を

し
っ
か
り
聞
く
こ
と
が
で
き
る
人
で
し
ょ
う
か
。

長
岡
　
そ
う
で
す
ね
。
相
手
の
気
持
ち
に
共
感
で

き
る
こ
と
、
理
解
し
よ
う
と
努
力
で
き
る
こ
と
、

そ
れ
は
国
際
協
力
の
仕
事
を
す
る
上
で
と
て
も
重

要
な
能
力
だ
と
思
い
ま
す
。

近
藤
　
J
I
C
A
事
業
で
豊
富
な
経
験
を
お
持
ち

の
お
二
人
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

長
井
　
私
は
農
学
部
で
林
学
を
専
攻
し
、
卒
業
後

は
青
年
海
外
協
力
隊
の
植
林
隊
員
と
し
て
ニ
ジ
ェ

ー
ル
で
活
動
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
国
際
協
力
に

関
わ
る
仕
事
の
一
つ
と
し
て
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
知
り
、
帰
国
後
、
当
時
の
緑
資
源
公
団
で
砂
漠

化
防
止
事
業
に
従
事
し
た
後
、
現
在
の
会
社
に
就

職
し
ま
し
た
。
仏
語
圏
西
ア
フ
リ
カ
で
の
業
務
経

験
が
多
く
、
近
年
は
ニ
ジ
ェ
ー
ル
や
ギ
ニ
ア
の
農

村
開
発
や
地
域
開
発
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

長
岡
　
私
は
教
育
分
野
の
専
門
家
で
、
現
在
は
ラ

オ
ス
教
育
省
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は

ビ
ー
ル
会
社
で
営
業
職
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
忙

し
さ
に
追
わ
れ
る
ば
か
り
の
毎
日
に
疑
問
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
、
会
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を

使
っ
て
青
年
海
外
協
力
隊
に
現
職
参
加
し
た
ん
で

長
井
　
私
た
ち
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
出
張
す

る
際
は
、
首
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
方
の
現
場
で

活
動
す
る
こ
と
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で

専
門
家
は
、
特
に
現
地
政
府
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

い
う
立
場
の
場
合
に
は
、
首
都
に
年
単
位
で
滞
在

し
な
が
ら
、
日
常
的
に
中
央
政
府
と
の
関
係
を
構

築
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
私

た
ち
は
専
門
家
と
の
情
報
交
換
を
通
じ
て
有
効
な

対
応
策
を
考
え
た
り
、
中
央
政
府
と
の
協
議
も
円

滑
に
進
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
限
ら

れ
た
滞
在
期
間
中
に
現
場
で
の
活
動
に
専
念
で
き

る
の
で
す
。

長
岡
　
現
地
で
腰
を
据
え
て
活
動
し
て
い
る
立

場
を
生
か
し
、
う
ま
く
関
係
者
間
の
橋
渡
し
役

を
担
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
時
に
相
手
国
関
係
者

と
の
意
向
が
噛
み
合
わ
ず
、
調
整
が
必
要
な
事

案
も
出
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
事
業

の
成
果
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
を
第
一
に
考

え
、
高
い
専
門
性
を
持
っ
て
中
立
の
立
場
か
ら

助
言
を
行
う
こ
と
も
私
た
ち
専
門
家
の
役
割
で

す
。

近
藤
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界
中
の
情
報
が
簡

単
に
手
に
入
る
今
の
時
代
、
便
利
に
な
っ
た
一
方

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
あ
ふ
れ
、
取
捨
選
択
は

難
し
く
な
っ
た
と
も
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

学
生
な
ど
の
若
い
人
た
ち
に
は
実
際
に
現
場
を
自

分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
伝
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
二
人
は
い
か
が
で
す
か
。

長
井
　
私
が
会
社
の
後
輩
に
伝
え
て
い
る
の
は
、

中
長
期
の
目
標
を
し
っ
か
り
持
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
何
が
し
た
く
て
入
社
し
た
の
か
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
ど
ん
な
目
標
を
設
定
し
、
達
成

す
る
た
め
に
は
今
何
を
す
べ
き
な
の
か
―
―
。
目

標
は
時
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
も
良
い
ん
で

す
。
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
考
え
、
努
力
す
る

プ
ロ
セ
ス
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

国際 協力を
担う 人々

特集
国際協力を担う人々

す
。
職
種
は
日
本
語
教
師
、
派
遣
国
は
パ
プ
ア
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
す
。帰
国
後
は
復
職
し
た
も
の
の
、

開
発
支
援
へ
の
思
い
が
断
ち
切
れ
ず
、
退
職
し
て

大
学
院
で
国
際
協
力
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

専
門
家
養
成
の
た
め
の
研
修
で
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

ジ
ュ
ニ
ア
専
門
員
を
経
験
し
、現
在
に
至
り
ま
す
。

近
藤
　
現
在
の
お
仕
事
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳

し
く
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

長
井
　
私
は
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、

当
社
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
受
託
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
従
事
し
、
数
カ
月
程
度
の
海
外
滞
在
を
年
に
数

回
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
環
境

へ
の
影
響
調
査
を
担
当
し
て
お
り
、
対
象
地
の
実

地
調
査
や
現
地
の
関
連
法
令
調
査
な
ど
を
行
い
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
環
境
に
与
え
る
影
響
を
想
定

し
た
上
で
緩
和
策
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
東
京
で

勤
務
す
る
と
き
は
情
報
収
集
や
報
告
書
の
作
成
、

新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
準
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

長
岡
　
私
の
立
場
は
、
特
定
の
会
社
に
籍
を
置
か

ず
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
直
接
業
務
委
託
を
受
け
る
専

門
家
で
す
。
今
は
２
年
間
の
契
約
で
、
ラ
オ
ス
教

育
省
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
国
連
や
各
国
と

の
ド
ナ
ー
会
合
に
参
加
し
て
支
援
の
連
携
あ
る

い
は
重
複
の
回
避
と
い
っ
た
援
助
協
調
を
図
っ
た

り
、
J
I
C
A
の
支
援
の
成
果
を
政
策
に
反
映
さ

せ
る
べ
く
ラ
オ
ス
政
府
と
協
議
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
教
育
分
野
の
情
報
を
円
滑
に
共
有
で
き
る
よ

う
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
関
係
者
を
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
な
仕
事
で
す
。

近
藤
　
こ
れ
ま
で
印
象
深
か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

長
井
　
2
0
1
2
年
か
ら
４
年
間
、
ア
フ
リ
カ
の

サ
ヘ
ル
地
域
で
実
施
し
た
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
貯
水
池
の
改
修
を
通
じ

て
、
農
業
普
及
・
地
域
振
興
を
図
る
業
務
で
し
た
。

青
年
海
外
協
力
隊
で
派
遣
さ
れ
て
以
来
15
年
ぶ
り

に
ニ
ジ
ェ
ー
ル
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
隊
員
当
時
お

世
話
に
な
っ
た
人
々
が
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て

く
れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
長
年
こ

近
藤

　信
頼
関
係
の
構
築
は
、
国
際
協
力
事
業

を
成
功
に
導
く
た
め
の
重
要
な
要
素
で
す
。
お

二
人
が
こ
れ
ま
で
に
苦
労
さ
れ
た
の
は
ど
の
よ

う
な
点
で
す
か
。

長
井
　
や
は
り
相
手
国
側
と
の
信
頼
関
係
の
構
築

で
し
ょ
う
か
。協
力
隊
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
点
は
慣
れ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
重
要
な
段
階
で
急
に
先
方
か
ら
予
定
変
更

を
告
げ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
食
事

を
共
に
す
る
な
ど
、
日
常
的
な
関
係
づ
く
り
も
大

切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

長
岡
　
私
の
場
合
は
専
門
性
の
追
求
で
す
。以
前
、

英
語
力
や
会
議
な
ど
で
の
発
言
力
に
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
を
感
じ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
克
服
す
る
た
め
に
、
自
分
の
ポ
ス
ト
に
求
め
ら

れ
る
能
力
と
、
自
身
の
現
状
の
能
力
を
客
観
的
に

分
析
し
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
を
常
に

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
他
方
で
、
経
験

が
物
を
言
う
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。
他
国
で

の
経
験
に
基
づ
い
て
助
言
や
提
案
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
度
胸
も
自
信
も
つ
い
て
き
ま
す
。

長井 宏治さん
Nagai Koji

1997年に大学を卒業後、青年海外協力隊（植林
隊員）としてニジェールで２年間活動。帰国後、
2001年から現職。現在は主に仏語圏西アフリカを
中心に農業・地域開発業務に従事しつつ、国内で
は各業務の支援も行っている。

近藤 貴之さん
Kondo Takayuki

JICA国際協力人材部 人材養成課

・ 聞 き 手 ・

開
発
途
上
国
で
の

原
体
験
が
始
ま
り

互
い
の
強
み
を
生
か
し
て

効
果
を
最
大
限
に

次
世
代
の
国
際
協
力
を

担
う
若
者
た
ち
へ

対談

世界各国で展開されているＪＩ　 ＣＡの国際協力プロジェクト。
プロジェクトの最前線では専　  門家や開発コンサルタントが、
現地の人々と協力しながら　 日々活動に従事している。

長年JICA事業に携わってきた二人　　に、国 際協力の仕事について聞いた。

長岡 康雅さん
Nagaoka Yasumasa

ラオス教育省で教育政策アドバイザーとして勤務。
1996年に青年海外協力隊（日本語教師隊員）として
パプアニューギニアに派遣され、その後、バングラデ
シュ、インドネシア、エチオピア、ネパールにて、JICAの
教育分野の専門家として15年ほど国際協力に従事。

し
ん 

し

JICA専門家
（NTCインターナショナル株式会社）　

開発コンサルタント
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　かす！  　える！人たちＪＩＣＡプロジェク トを

奈良県で実施された防災に関する研修

東ティモールの農村地域で生計向上支援に取
り組むNGOスタッフ（撮影：今村健志朗）

動 支
特集
国際協力を担う人々

世界の課題解決に欠かせないパートナーシップ。
JICAが世界各地で展開する国際協力事業は、さまざまな人たちの協力の下に成り立っている。

代表的な協力形態と、そこに関わっている人たちの役割を紹介しよう。

国際協力推進員

日本の地方自治体に配置され、JICAと国際協力の実施団
体、市民を結ぶパイプ役。各地域のJICA窓口として、自治
体が行う国際協力との連携促進や、草の根技術協力など
のJICA事業の広報、参加促進活動に取り組んでいる。ま
た、国際協力に興味を持つ市民からの相談役も担ってい
る。

途上国からの研修員受け入れ事業において、JICA、研修
員、研修実施機関の間に立ち、講義や演習の通訳をしな
がら研修の円滑な進行を側面から支援している。時には、
日本での生活や習慣に関する助言なども行う、研修員に
とって最も身近な存在だ。

途上国への民間資金の流れが拡大している現在、途上国の開発ニーズに対して政府開発援助（ODA）の
みで対応することは難しい。JICAは効率的かつ効果的な支援を実現するために、民間企業と積極的に
連携。中小企業が持つ優れた技術や製品を活用し、開発課題の解決に貢献することを目的とした「中小
企業海外展開支援」や、持続可能な開発目標（SDGs）の達成に貢献するビジネスを支援する「途上国の
課題解決型ビジネス（SDGsビジネス）調査」など、さまざまな事業を展開している。

民間企業連携事業

JICAは幅広い分野の研修を行い、全国13カ所の国内機関で毎年約１万
人規模の研修員を日本に受け入れている。研修には、途上国の政府関
係者をはじめ、開発ニーズの多
様化を反映してNGOや大学の
関係者の参加も増えている。
日本国内の中央省庁や地方自
治体、大学、民間企業、NGO
など多方面の研修実施機関と
連携し、講義や演習を通じて、
日本の経験も含め、各国の課
題解決に必要な知識・技術を
伝えている。

研修員受け入れ

スーダンの障害者福祉施設で楽器を教える青
年海外協力隊員（撮影：飯塚明夫）

国際協力の志を持った市民を途上国に
派遣し、現地の人々と共に生活し、異な
る文化に溶け込みながら、途上国が抱
える課題の解決に草の根レベルで貢献
する事業。選考試験の合格者は、現地
語や活動に必要な手法を習得する訓練
を経て派遣される。農業、保健医療、ス
ポーツなどさまざまな分野のボランティ
アが世界各地で活動している。

ボランティア派遣

活動の詳細は16～17ページへ！

JICA

活動の詳細は20～21ページへ！

活動の詳細は22～23ページへ！

民間企業
研修実施機関

JICAボランティア 訓練所の講師

研修監理員

活動の詳細は8～15ページへ！

活動の詳細は16～17ページへ！

国際協力に意欲的なNGO、自治体、大学などがこれまでに培ってきた
知見を生かし、JICAと協働して途上国への協力活動を推進する事業。
日本の市民と相手国の地域住
民との間の“草の根”レベルの
きめ細かい協力によって、現地
の人々の生活改善や生計向上
に貢献する活動を対象として
いる。JICAは日本の市民によ
る国際協力活動を促進し、途
上国も日本も元気にする双方
向の活動としての「市民参加」
を推進している。

草の根技術協力事業

独自の技術や
製品で海外に挑む！

地域に根差した経験や
ネットワークを生かす！

日本ならではの
技術やノウハウを伝える！

現場で顔の見える
貢献を！

多様な訓練を通じて
隊員を日本代表として
送り出す！

地方自治体

事業を支える！

事業を支える！

高い専門性や豊富な経験を生かし、現地の人々に技術や知
識を伝達したり、制度や組織の改善に取り組んだりするスペ
シャリスト。中央官庁の政府高官に対して政策面などのアド
バイスをする人から、研究機関や医療機関などで現場型の
技術移転を専門とする人まで、そのタイプはさまざまだ。一
方、こうした“技術移転型”の専門家の業務が円滑に進むよう
にサポートする“調整型”の専門家は、プロジェクト関係者と
の連絡・調整、広報、経理などの活動を担っている。

国際協力の現場でのさまざまな調査を行い、JICAや国際機
関などの援助計画を実行につなげる業務遂行者。一国の開
発計画の事前調査から、計画策定、施工管理、プロジェクト
の事後評価など業務内容は多岐にわたり、農業、交通、教
育、医療などあらゆる分野のプロジェクトに対して、効果的
な解決策を提案する。国際協力事業の高度化･複雑化に伴
い、活躍の領域はますます広がっている。

資金協力による工事や資機材の調達を実際に手掛ける建設
会社や商社などの請負業者。発注者である途上国政府や施
工管理を行う開発コンサルタントなどと連携しながら、現地
の実態を踏まえて計画を実現させることが求められている。
ただ建設物を作るだけでなく、日本の建設技術やノウハウを
活用し、途上国への技術移転や人材育成に貢献する“顔の見
える援助”を担っている。

開発コンサルタント

JICA専門家

コントラクター

事業を動かす！

NGO 大学

途上国が直面する開発課題に、現地の人々が自ら対処していくた
めの能力向上を目指す、人を介した協力。途上国の行政官や技
術者に対して、各分野や課題に精通した専門家が技術・知識を
伝え、彼らと共に現地に適
した技術や制度の開発、普
及などに取り組む。気候変
動対策、法整備支援、高齢
者福祉など、途上国のニー
ズは多様化しており、専門
家派遣に加え、日本への研
修員受け入れや、機材供与
なども効果的に組み合わせ
て進めている。

技術協力プロジェクト

途上国に対して長期間・低金利の緩やかな条件で資金を貸し付
けることによって、電力、運輸、通信といったインフラ整備や、環
境問題への対応など、現地の発展への取り組みを支援する資金
協力。資金の返済を視野に入れることで、途上国の効率的な資
金利用と適切な事業監理を促し、現地の人々の主体的な取り組
みを後押しする。

有償資金協力（円借款）

ラオスの水道公社職員を対象にした技術協
力プロジェクト

途上国に資金を贈与し、開発のために必要な施設の整備や、資
機材の調達を支援する資金協力。返済義務を課さないため、所
得水準の低い国を中心に実施される。病院、学校、給水施設、道
路、電力などのインフラ整
備が中心だが、近年は平和
構築、ビジネス環境の整
備、防災などの分野でも支
援を行っている。また、整備
された施設が持続的に活用
されるように、運営や維持
管理に関する技術指導も実
施している。

無償資金協力

ネパール地震復旧・復興プロジェクトにお
ける橋の建設現場（撮影：中村年孝）
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